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大
　
　
木

昌

（123）植民地期ジャワにおける土地利用の変遷

問
題
の
所
在

　
こ
の
小
論
は
、
ジ
ャ
ワ
の
農
業
史
研
究
の
一
環
と
し
て
、
植
民

地
期
に
お
け
る
土
地
利
用
の
変
遷
を
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇

世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
耕
地
の
拡
大
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
現
在
の
ジ
ャ
ワ
は
農
業
国
と
し
て
は
世
界

で
も
類
の
な
い
ほ
ど
高
い
人
口
密
度
を
擁
し
、
土
地
は
隅
々
ま
で

耕
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ワ
の

土
地
が
今
日
の
よ
う
に
集
約
的
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
一
八
一
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
が

ジ
ャ
ワ
を
統
治
し
て
い
た
頃
、
あ
る
程
度
恒
常
的
に
耕
作
さ
れ
て

い
た
土
地
は
、
総
面
穣
の
僅
か
八
分
の
一
（
二
一
・
五
バ
ー
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

ン
ト
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
割
合
は

植
民
地
期
末
に
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
上
昇
し
た
の
で
あ
る

（
後
述
参
照
）
。

　
か
か
る
大
き
な
変
化
が
い
つ
．
こ
ろ
か
ら
、
如
何
な
る
要
因
に
よ

っ
て
生
じ
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
既
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。

例
え
ぱ
ギ
ア
ツ
（
〇
一
罵
O
a
Ω
塞
H
註
）
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
生

じ
た
人
口
増
加
、
強
制
栽
培
制
度
期
及
び
そ
れ
以
後
に
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

た
濫
潮
施
設
の
拡
充
を
、
耕
地
拡
大
の
主
要
因
と
見
な
し
て
い
る
。

た
だ
し
ギ
ア
ツ
が
、
強
制
栽
培
制
度
が
終
る
頃
（
一
八
七
〇
年

代
？
）
に
は
ジ
ャ
ワ
の
農
業
は
外
延
的
拡
大
よ
り
も
集
約
化
（
イ

ン
ボ
ル
ー
シ
目
ン
）
に
向
い
始
め
た
と
主
張
す
る
の
に
た
い
し
て
、

一
九
世
紀
末
に
お
い
て
も
耕
地
の
外
延
的
拡
大
（
特
に
畑
作
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

拡
大
）
が
人
口
増
加
を
か
な
り
吸
収
し
た
、
と
す
る
見
解
は
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
世
紀
後
半
の
高
水
準
の
人
口
増
加
（
年
率
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ニ
バ
ー
セ
ン
ト
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
）
が
耕
地
の
拡
大
を
も
た

ら
し
た
、
と
い
う
点
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
異
論
は
な
く
、
こ
れ
は

研
究
者
の
間
で
共
通
認
識
と
な
っ
て
き
た
。
筆
者
も
こ
の
点
に
関

す
る
か
ぎ
り
同
感
で
あ
る
が
、
ジ
ャ
ワ
の
農
業
史
お
よ
び
経
済
史

の
観
点
か
ら
す
る
と
検
討
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
問
題
も
幾
つ
か
残

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
小
論
で
は
、
差
し
当
り
以
下
の
問
題
を
論
じ
た
い
と
恩
う
。

ま
ず
、
耕
地
の
拡
大
が
議
論
さ
れ
る
と
き
、
従
来
は
耕
地
面
積
の

統
計
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
ジ
ャ
ワ
の
土
地
利
用
全
体
の
な
か

で
住
民
の
耕
地
が
占
め
る
位
置
お
よ
ぴ
そ
の
変
化
は
あ
ま
り
問
題

に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
土
地
は
住
民
農
業
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
居
住
地
、
政
府
疸
営
の
農
園
、
森
林
、
ヨ
ー
ロ
ソ
パ

農
園
企
業
用
地
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
使
用
さ
れ
た
。
し
か

も
、
こ
れ
ら
の
使
用
目
的
は
相
互
に
競
合
す
る
側
面
を
も
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
本
稿
は
ま
ず
第
一
に
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
別
の
土
地
利
用
の
変
化
を
マ
ク
ロ
的
視
点
か
ら
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
次
に
、
人
口
増
加
に
よ
っ
て
耕
地
の
拡
大
が
生
じ
た
と
い
う
議

論
は
そ
れ
自
体
問
題
は
な
い
が
、
一
体
い
か
な
る
過
程
で
耕
地
が

拡
大
さ
れ
、
な
ぜ
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
は
従

来
あ
ま
り
問
魑
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ジ
ャ
ワ
で
は
一
九
世
紀

初
頭
か
ら
植
民
地
権
カ
に
よ
る
開
墾
規
制
が
行
な
わ
れ
、
一
八
七

〇
年
代
の
土
地
諸
立
法
は
住
民
の
耕
地
拡
大
（
開
墾
）
を
著
し
く

制
限
す
る
内
容
を
も
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
一
八
七
〇
年
の
「
国

有
地
宣
言
」
は
、
無
主
の
土
地
は
全
て
国
有
地
に
属
す
る
と
規
定

し
、
従
来
の
土
地
に
対
す
る
住
民
と
国
家
と
の
権
利
関
係
に
根
本

的
な
変
化
を
与
え
た
。
「
国
有
地
宣
言
」
の
内
容
を
こ
こ
で
詳
し

く
論
ず
る
余
裕
は
な
い
が
、
本
稿
の
テ
i
マ
で
あ
る
耕
地
拡
大
と

の
関
連
で
言
え
ば
、
こ
の
宣
言
に
よ
っ
て
、
特
定
個
人
の
所
有
者

が
い
な
い
森
林
・
荒
蕪
地
は
、
植
民
地
政
庁
が
自
由
に
処
分
で
き

る
「
自
由
な
る
国
有
地
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
法
的

に
は
住
民
が
森
林
・
荒
蕪
地
を
勝
手
に
開
墾
す
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
「
自
由
な
る
国
有
地
」
が
「
永
租

借
」
（
胃
甘
8
罧
）
地
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
農
園
企
業
に
貸
し
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　
住
民
の
耕
地
拡
大
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
た
の
は
「
国
有
地
宣

言
」
だ
け
で
は
な
い
。
一
八
七
四
年
に
は
「
開
墾
条
例
」
（
O
鼻
－

o
o
ぎ
邑
目
o
q
ω
o
乙
o
昌
竃
幕
）
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
合
法
・
非
合

法
に
行
な
わ
れ
て
い
た
森
林
の
開
墾
（
と
り
わ
け
焼
畑
耕
作
の
た

め
の
）
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
一
九
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世
紀
末
か
ら
は
水
源
や
土
壌
の
保
護
を
目
的
と
し
た
森
林
保
護
政

策
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
、
保
護
林
が
囲
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
以
上
の
背
景
を
考
え
る
と
、
一
九
世
紀
後
半
と
は
、
住
民

の
耕
地
拡
大
を
制
限
す
る
諸
政
策
が
最
も
集
中
的
に
導
入
さ
れ
た

時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
時
期

は
、
耕
地
の
拡
大
が
最
も
急
遠
に
進
ん
だ
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
一
体
な
ぜ
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
が
第
二
の
間
魑
で
あ
る
。
以
下
に
、
ま
ず
、
マ
ク
ロ
的
に
見
た

土
地
利
用
の
変
化
か
ら
検
討
し
よ
う
。

　
（
1
）
　
↓
宇
o
昌
竃
ω
冨
己
o
己
勾
ρ
曽
窃
一
§
雨
・
辻
涼
δ
ミ
ミ
盲
§
一

　
　
－
o
o
H
メ
昌
㌧
ユ
巨
o
戸
肉
自
巴
饅
■
自
昌
勺
自
『
一
－
O
メ
ざ
『
o
O
目
ζ
雪
眈
ざ
｝
弔
旨
血
y

　
　
H
ミ
o
〇
一
く
〇
一
．
ガ
や
曽
－

　
（
2
）
O
＝
夢
a
Ω
霊
『
亘
」
軸
ミ
o
§
ミ
ミ
ぎ
§
ミ
ざ
ミ
§
軸
専
§
－

　
　
｝
臼
雨
助
ミ
向
o
ミ
o
恥
｝
o
昌
、
O
“
邊
S
恥
雨
“
S
－
ミ
軋
o
S
雨
向
－
§
団
o
『
汀
巴
o
㌣
－
O
葭
一
岸
・

　
　
○
昌
ぎ
d
己
く
胃
阻
｛
唱
窪
9
H
Φ
ミ
（
α
葦
胃
巨
ε
自
o
目
）
一
〇
や
ひ
o
－

　
　
N
〇
一

　
（
3
）
　
例
え
ぱ
、
内
藤
能
房
「
一
九
世
紀
後
半
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
人
口

　
　
と
耕
地
－
ギ
ア
ツ
の
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
目
ン
説
と
の
関
連
に
お
い

　
　
て
」
、
『
オ
イ
コ
ノ
ミ
カ
』
第
1
8
巻
第
2
号
（
一
九
八
一
年
九
月
）
、

　
　
三
三
－
六
一
頁
。
な
お
、
内
藤
氏
は
耕
地
と
人
口
の
統
計
を
全
て

　
　
『
植
民
地
報
告
』
（
宍
ミ
§
ぎ
言
「
ミ
之
棄
）
か
ら
取
っ
て
お
り
、
右
記

　
　
の
論
文
に
示
し
て
あ
る
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
も
一
九
〇
〇
年
ま
で

　
の
『
植
民
地
報
告
』
の
統
計
に
つ
い
て
は
特
に
断
わ
ら
な
い
隈
り
こ

　
の
論
文
の
統
計
を
利
用
す
る
。

（
4
）
　
「
国
有
地
宣
言
」
を
含
む
当
時
の
土
地
諸
立
法
に
つ
い
て
は
差

　
し
当
り
、
－
1
ω
．
句
膏
目
ζ
串
＝
一
掌
軸
≧
冊
§
恥
ミ
S
S
き
－
ミ
き
S
O
里
昌
一
〕
－

　
『
己
o
目
9
0
胆
目
σ
『
竃
o
百
o
d
目
ξ
o
冨
ま
｝
句
H
0
器
｝
H
8
“
勺
〇
一
N
o
o
I
O
o
H
を

　
参
照
。第

一
節
土
地
利
用
の
マ
ク
ロ
的
変
化

　
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
土
地
利
用
の
変
化
を
マ
ク
ロ
的
に
見
よ
う
と

す
る
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
出
発
点
と
な
る
べ
き
時
点
の
状

況
が
間
題
と
な
る
。
し
か
し
、
統
計
的
に
全
体
像
が
分
か
る
よ
う

な
資
料
は
、
一
八
七
〇
年
代
初
頭
以
前
に
つ
い
て
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
断
片
的
な
記
録
か
ら
判
断
す
る
と
、
本
稿
の
冒
頭
で
触
れ

た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
初
頭
の
ジ
ャ
ワ
で
は
、
耕
地
が
全
体
の
八

分
の
一
程
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
残
り
の
大
部
分
は
ま
だ
森
林
や
荒

蕪
地
に
覆
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
政
庁
が
発
表
し

た
統
計
に
よ
れ
ぱ
、
強
制
栽
培
制
度
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
一
八
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕
　
　
　
　
　
＾
2
）

○
の
時
点
に
お
い
て
さ
え
、
「
王
公
領
」
と
「
私
領
地
」
を
除
く

「
政
府
直
轄
領
」
の
人
口
密
度
は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
り
七

〇
人
弱
、
耕
地
は
約
一
八
二
万
バ
ウ
（
σ
彗
し
σ
彗
1
1
o
・
ご
5
）
弱

で
あ
り
、
こ
れ
は
直
轄
領
総
面
積
の
ニ
バ
ー
セ
ン
ト
強
に
相
当
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？
甘
す
る
。
こ
の
数
値
は
一
八
一
〇
年
代
よ
り
低
い
が
、
こ
の
場
合
の

「
耕
地
」
と
は
恐
ら
く
、
地
租
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
水
田
と
常

畑
だ
け
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
焼
畑
や
不
定
期
に
使
用
さ
れ
た
畑
、

さ
ら
に
強
制
裁
培
制
度
に
使
用
さ
れ
は
た
土
地
な
ど
は
「
耕
地
」

に
含
ま
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
大
き
い
。
当
時
は
ま
だ
焼
畑
が
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

範
に
行
な
わ
れ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
し
、
強
制
栽
培
制
度
の

た
め
に
森
林
を
切
り
開
い
て
造
成
し
た
コ
ー
ヒ
ー
園
な
ど
は
か
な

り
の
面
積
に
及
ん
で
い
た
と
恩
わ
れ
る
の
で
、
上
記
の
数
値
を
も

っ
て
耕
地
の
比
率
や
耕
作
状
況
を
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
時
は
ま
だ
住
民
の
人
口
密
度
も
全
体
と
し
て

は
低
く
、
耕
地
を
拡
大
す
る
余
地
は
十
分
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。

　
さ
て
、
強
制
栽
培
制
度
が
ほ
ぼ
終
焉
を
向
え
た
一
八
七
〇
年
頃

は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
－
表
は
、
一
八

七
四
年
当
時
の
土
地
利
用
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
の

説
明
に
入
る
前
に
若
千
の
点
を
補
足
説
明
し
て
お
き
た
い
。
本
稿

で
示
さ
れ
る
以
下
の
表
も
同
様
で
あ
る
が
、
土
地
利
用
に
関
す
る

統
計
は
非
常
に
不
完
全
で
あ
る
た
め
、
統
計
数
値
が
必
ず
し
も
実

態
を
正
確
に
表
わ
す
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
森
林
面
積
は
、

測
量
の
困
難
さ
も
あ
り
、
二
〇
世
紀
以
前
に
は
過
小
評
価
さ
れ
る

僚
向
が
あ
り
、
二
〇
世
紀
以
降
は
既
に
開
墾
さ
れ
て
消
失
し
て
い

る
分
も
報
告
の
遅
れ
な
ど
か
ら
統
計
に
表
わ
れ
な
い
た
め
に
過
大

評
個
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
統
計
が
対
象
と
す
る
ジ
ャ

ワ
の
総
面
積
も
統
計
に
よ
っ
て
異
な
る
。
本
稿
で
は
「
政
府
直
轄

領
」
を
対
象
と
す
る
が
、
こ
の
場
合
、
行
政
区
の
変
更
、
「
私
領

地
」
の
政
庁
に
よ
る
買
上
げ
な
ど
に
よ
り
総
面
積
は
時
代
に
よ
っ

て
変
化
す
る
。
本
稿
で
は
面
積
の
絶
対
的
数
値
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
用
途
項
目
の
犬
雑
把
な
割
合
を
重
視
し
た
い
。
次
に
、
第
－

表
の
用
途
項
日
H
の
う
ち
、
「
耕
地
」
と
は
住
民
が
耕
作
す
る
耕
地

を
、
「
チ
ー
ク
林
」
は
政
府
が
直
接
管
理
す
る
森
林
を
、
「
雑
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

林
」
と
は
チ
ー
ク
林
以
外
の
森
林
を
指
す
。
最
後
に
、
こ
の
表
で

は
政
府
直
営
の
コ
ー
ヒ
ー
園
を
含
め
て
も
森
林
の
占
め
る
割
合
が

著
し
く
低
く
見
穣
も
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
森
林
の
破
壊

が
一
層
進
ん
だ
一
八
九
八
年
に
お
い
て
も
四
〇
〇
万
バ
ウ
近
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

森
林
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
森
林
面
積

は
測
量
が
完
了
し
た
面
積
だ
け
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
上
記
以
外

の
森
林
は
「
そ
の
他
」
の
項
目
に
入
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
前
提
を
置
い
た
う
え
で
、
再
ぴ
第
－
表
に
戻
っ
て
み
よ

、
フ
o

　
表
の
作
成
者
で
あ
る
ス
ー
ス
ト
（
ρ
声
く
竃
ω
8
9
）
に
ょ
。
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（127）植民地期ジャワにおける土地利用の変遷

れ
ぱ
、
「
そ
の
他
」
一
〇
〇
〇
万
パ
ウ
の
う
ち
四
分
の
一
に
相
当

す
る
二
五
〇
万
バ
ウ
は
開
墾
の
対
象
に
な
ら
な
い
土
地
（
市
衛

地
、
居
住
地
、
遣
路
、
高
地
な
ど
）
で
あ
る
が
、
残
り
七
五
〇
万

パ
ウ
（
総
面
積
の
半
分
）
は
開
墾
を
待
つ
潜
在
的
可
耕
地
で
あ
る
、

　
　
　
　
＾
ア
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
測
量
さ
れ
て
い
な
い
森
林
の
他

に
、
荒
蕪
地
、
湿
地
、
強
制
栽
培
制
度
期
に
造
成
さ
れ
後
に
放
棄

さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
園
な
ど
も
合
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第1表 ジャワの土地利用（1874年）※
　　単位100万パウ　1パウ＝O．フヘクタール

用 途 ’面積 ％

1毎年耕作されている土地 2二〇 13．3

2不定期耕作地 O．5 3．3

3チーク林，雑木林，政府直　営のコーヒー園

2．5 16．7

4その他 10．O 66．ア

5　計 15，O 100．OO

出典　G・亘・va皿Soe；t一“Een皿ieuw　be咀w乱皿r　t畠gen　o皿・

tgi皿皿inge口oPJ岬a，”Tψ∫o〃桝皿o〃肋dor1伽d岨肋
1冗d泥rTW1「．1冨74r1、．blz．2兜O　」・h化甫＿

　｝＝・va皿Soe；t一“Een皿ieuw　be咀w乱皿1’t畠gen　o皿■

inge口oPJ岬a，”丁亘泌o〃桝皿o〃肋dor1伽伽＾
（T〃η，1874（1）．biz．280よO作成。

領，私領地は除くoなお、原資料には明記されてい壮いが

政区とLての「ジャワ」’…はマドウラ島も含まれているの

の統罰．にもマドウラ島の面稿が含まれていると考えられる

表も同じ。

『植民地報告』によれぱ1870年に耕地面積は馴こ290万パ

えていたから，Soestの数値は明らかに低すぎる。

　
　
舵
候
行
こ
の
1
越

　
i
d
王
常
，
下
　
を

典
㎏
〃
　
通
で
以
注
ウ

　
　
W
撒

第
ユ
表
で
見
る
隈
り
、
一
八
七
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
も
、
定
期

的
耕
作
地
と
不
定
期
耕
作
地
の
合
計
が
一
七
バ
ー
セ
ン
ト
弱
で
あ

、
っ
た
。
こ
の
数
値
だ
け
か
ら
判
断
す
る
と
、
耕
地
面
積
は
一
九
世

紀
初
頭
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
は
耕

地
面
積
は
か
な
り
過
小
評
価
さ
れ
て
お
り
、
『
植
民
地
報
告
』
の

統
計
を
参
考
に
し
て
、
一
八
七
四
年
の
耕
地
面
横
を
三
〇
〇
万
パ

　
　
　
＾
8
〕

ウ
と
し
て
も
、
耕
地
面
積
は
総
面
積
の
二
〇
バ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ

な
い
。
さ
ら
に
、
潜
在
的
可
耕
地
の
面
積
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
時

も
ま
だ
ジ
ャ
ワ
全
体
と
し
て
は
土
地
が
十
分
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
o　

と
こ
ろ
で
上
記
の
状
況
は
、
興
味
深
い
幾
つ
か
の
点
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
ま
ず
、
　
一
八
五
〇
年
か
ら
、
第
－
表
が
作
成
さ
れ

た
翌
年
の
一
八
七
五
年
ま
で
の
二
五
年
間
に
ジ
ャ
ワ
の
人
口
は
八

○
O
万
人
か
ら
一
、
六
〇
〇
万
人
へ
、
人
口
密
度
も
一
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
当
り
七
〇
人
か
ら
一
四
〇
人
へ
と
倍
増
し
て
い
る
の
に

対
し
、
耕
地
面
積
は
多
く
見
積
も
っ
て
も
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

増
加
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
当
時
の
ジ
ャ
ワ
で
は
既

に
耕
地
が
逼
迫
し
て
い
た
か
の
．
こ
と
き
印
象
を
抱
き
が
ち
で
あ
る

が
、
実
際
に
は
開
墾
の
余
地
は
ま
だ
十
分
に
あ
り
な
が
ら
も
、
可

耕
地
全
体
と
比
べ
て
開
墾
は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
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一橘論叢　第98巻　第6号　（128）

第2表 ジャワの土地利用（1905年）※
　　　　　　　　　　単位100万パウ

用 途 面檀 ％

1耕　地
4，7 29．9

（1） （5，5） （35，O）

2森林，政府の直営農園 4．5 28，7

3永租借地その他の租借地
0．766 4．9
（1，O） （6．4）

4その他
5．734 36．5
（4．7） （29．9）

5　計 15．7 100．00

出典　S．P．H旦m，“De　皿o口d＿en　bo呂ol1politieke　op

J里冊、”丁狽3伽桝・o〃脇別冗蜆〃皿沁励励吻帆”
　vo1．35（1908）I　l〕h．204－205より作成。

※　王候領、私領地は除く。

（1）1，3，4欄の下段のカヅコ内に示された数字ほHa皿によo’〔

　　修正されたもの。

あ
る
。
か
か
る
状
況
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
食
料
不
足
を
引
き
起

こ
し
て
い
た
。
ジ
ャ
ワ
・
マ
ド
ゥ
ラ
の
米
の
輸
出
入
統
計
を
見
る

と
、
こ
の
地
域
は
一
八
七
四
年
に
初
め
て
輸
入
超
過
に
転
じ
て
い

＾
m
）
る
。
人
口
密
度
、
土
地
／
人
口
比
率
、
潜
在
的
可
耕
地
の
有
無
に

大
き
な
地
域
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
八
七

四
年
頃
の
ジ
ャ
ワ
は
全
体
と
し
て
、
高
ま
り
つ
つ
あ
る
人
口
圧
カ

の
下
で
大
規
模
な
耕
地
の
拡
犬
が
始
ま
る
前
夜
に
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
o

　
ジ
ャ
ワ
で
耕
地
の
拡
大
が
急
遠
に
進
み
、
土
地
が
逼
追
し
始
め

た
の
は
一
八
七
四
年
以
降
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
2
表
は
、

一
九
〇
五
年
に
お
け
る
土
地
利
用
の
状
況
を
、
政
庁
発
表
の
公
式

数
値
と
、
ハ
ム
（
ω
・
｝
由
嘗
冒
）
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
数
値
で

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
も
ま
だ
森
林
面
積
に
つ
い
て
は
完
全

に
信
頼
す
べ
き
統
計
は
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
耕
地
に
つ
い
て
も

地
租
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
耕
地
面
稜
し
か
発
表
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
ハ
ム
に
よ
れ
ぱ
、
西
ジ
ャ
ワ
の
プ
リ
ア
ン
ガ
ン
（
軍
で

嘗
o
・
彗
）
地
方
、
特
に
山
地
に
お
い
て
は
、
地
租
対
象
の
耕
地
面

積
と
実
際
の
耕
地
面
穣
と
の
間
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
水
田

の
場
合
で
数
十
バ
ー
セ
ン
ト
、
常
畑
（
汁
晶
巴
）
の
場
合
で
数
倍

も
実
際
の
耕
地
面
積
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら

に
彼
は
、
不
定
期
耕
作
地
の
面
積
に
至
っ
て
は
、
政
庁
の
統
計
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

ほ
と
ん
ど
信
用
で
き
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
由
か

ら
彼
は
公
式
統
計
に
修
正
を
加
え
て
推
定
値
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
第
－
表
と
第
2
表
で
は
総
面
積
に
若
千
の
違
い
が
あ
る
。

こ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
私
領
地
の
面
積
に
変
化
が
あ

っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
以
上
を
念
頭
に
置
い
て
、
第
－
表
と
比
較

対
照
し
つ
つ
第
2
表
を
見
て
み
よ
う
。
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（129）植民地期ジャワにおける土地利用の変遷

　
第
一
に
注
目
す
べ
き
点
は
耕
地
の
大
幅
な
増
加
で
あ
る
。
第
－

表
の
一
八
七
四
年
か
ら
一
九
〇
五
年
ま
で
の
約
三
〇
年
間
に
、
政

庁
統
計
に
示
さ
れ
た
耕
地
面
積
は
一
・
八
八
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
九
世
紀
最
後
の
四
半
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か

け
て
か
な
り
激
し
い
耕
地
の
拡
大
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
総
面
稜
に
占
め
る
耕
地
の
割
合
も
三
〇
バ
ー

セ
ン
ト
近
く
ま
で
上
昇
し
た
。
第
二
に
、
し
か
し
、
住
民
農
業
の

耕
地
拡
大
を
妨
げ
る
状
況
が
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
た
こ
と
も
見
逃

せ
な
い
。
一
八
七
〇
年
は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
由
主
義
政
策
」
の
始

ま
り
で
あ
り
、
こ
の
政
策
は
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
人
資
本
家
に
も
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
の
自
由
な
経
済
活
動
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
し

た
。
か
か
る
政
策
に
沿
っ
て
政
庁
は
、
「
国
有
地
宣
言
」
に
よ
っ

て
住
民
の
憤
行
的
土
地
権
の
問
題
か
ら
開
放
さ
れ
「
自
由
な
る
国

有
地
」
を
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
農
園
企
業
に
七
五
年
間
の
長
期
的
土
地
の

貸
与
、
即
ち
「
永
租
借
」
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
2
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
て
与
え
ら
れ
た
土
地
は
一

九
〇
五
年
に
は
一
〇
〇
万
バ
ウ
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

年
、
政
庁
統
計
で
耕
地
と
租
借
地
と
の
比
率
は
約
六
対
一
、
ハ
ム

の
推
定
値
で
五
・
五
対
一
で
あ
っ
た
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
租
借

地
の
割
合
は
二
〇
世
紀
に
入
り
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
っ
た
。
そ

の
分
、
住
民
の
耕
地
拡
大
の
余
地
が
削
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　
住
民
の
耕
地
に
せ
よ
租
借
地
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
拡
大
は
い
か

な
る
土
地
を
使
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
－
表
と
第
2
表
と
を
比

ぺ
る
と
、
森
林
面
穣
が
大
幅
（
二
〇
〇
万
バ
ウ
）
に
増
加
し
、

「
そ
の
他
」
の
面
稽
が
半
分
近
く
（
五
〇
〇
万
バ
ウ
）
に
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
森
林
面
稜
の
増
加
は
、
測
量
が
よ
り
広
範

囲
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
一
九
世
紀
末
か
ら
森
林
保
謹
政
策
が
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

り
徹
底
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
増
減
の
差
約
三
〇
〇
万
バ
ウ
が
「
そ
の
他
」
の
土
地

か
ら
住
民
農
業
の
耕
地
お
よ
ぴ
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
農
園
企
業
へ
の
永
租

借
地
と
し
て
新
た
に
転
換
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
既
に
述

ぺ
た
よ
う
に
「
そ
の
他
」
の
項
目
に
入
る
土
地
の
う
ち
二
五
〇
万

バ
ウ
は
耕
地
に
は
な
り
に
く
い
土
地
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
五
年
ま

で
に
「
そ
の
他
」
の
面
積
は
五
〇
〇
万
バ
ウ
に
減
少
し
て
い
た
か

ら
、
こ
の
項
目
で
耕
地
を
拡
大
す
る
余
地
は
二
五
〇
万
バ
ウ
残
さ

れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
後
に
み
る
よ
う
に
農
民
は
合

法
・
非
合
法
に
森
林
を
開
墾
し
て
い
く
の
で
、
必
ず
し
も
こ
の
二

五
〇
バ
ウ
が
潜
在
的
可
耕
地
の
全
て
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
上
に
み
た
耕
地
の
拡
大
は
ジ
ャ
ワ
の
人
口
増
加
と
い
か
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一橘論叢 第98巻 童善6号　　（130）

第3表 ジャワの土地利用（1930年）※
　　　　　　　　　函横100万パウ

面積　　　％

　　　　　（1）

1耕　地

2森　林

3永租借地
4その他

5　計

9，9　　　57．1

3，6　　20．6

1．7　　　9．ア

2，3　　　12，6

17．5　　100．0

出典　W・zw趾t，“De　bosohoPPe岬工日kte　v帥　J舳旦　en
M・do・胞，”伽舳蜆1州ω伽，9（1939），bl・．382一棚。

※　ヨ≡侯領を除く。私領地は1920年代まて1に政庁によって員い取

　られた。従って総圃積（5欄の計〕は1905年」1り増えている
（一）原賢料1まセンサス局と地理局発表の2つの統計を招げているか

　　ここr＝は後者をもちいた。

な
る
関
係
に

あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
．
大

雑
把
に
み
て
、

一
八
七
四
年

か
ら
一
九
〇

五
年
ま
で
に

人
口
は
一
・

八
八
倍
に
増

加
し
た
の
に

対
し
て
耕
地

面
積
は
一
・

五
六
～
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
〕

八
三
倍
に
増
加
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
耕
地
の
拡
大
は
人
口

増
加
に
追
い
付
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
期
間
に
は
か
な
り
の
耕
地

拡
大
が
行
な
わ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
背
後
で
は
、
統

計
と
は
逆
に
森
林
の
荒
廃
と
い
う
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

い
た
。
こ
れ
は
、
河
川
流
量
の
不
安
定
化
及
び
減
少
、
洪
水
の
頻

発
、
土
壌
の
侵
食
な
ど
深
刻
な
事
態
を
生
み
出
し
、
人
工
灌
激
施

設
の
拡
充
を
不
可
避
に
し
た
。
こ
う
し
て
、
ジ
ャ
ワ
農
業
の
生
態

環
境
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
激
変
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
要
約
す
る
と
、
こ
の
間
の
ジ
ャ
ワ
は
、
森
林
を
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
M
〕

い
潰
し
て
耕
地
の
拡
大
を
は
か
っ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

　
表
2
か
ら
二
五
年
後
の
、
一
九
三
〇
年
に
お
け
る
土
地
利
用
の

状
況
を
見
て
み
よ
う
（
第
3
表
）
。
原
資
料
に
は
王
公
領
の
他
に

州
ご
と
の
統
計
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
前
の
二
つ
の
表

と
整
合
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
王
侯
領
を
除
く
ジ
ャ
ワ
全
体
の

数
値
を
示
し
て
あ
る
。
一
九
〇
五
年
と
比
べ
る
と
、
一
九
三
〇
年

の
総
面
穣
の
方
が
一
八
○
万
バ
ウ
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
る
。
か
か

る
違
い
が
生
じ
た
の
は
主
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
政
庁
が
私

領
地
を
買
い
あ
げ
た
の
で
、
第
－
表
と
第
2
表
で
は
除
外
さ
れ
て

い
た
私
領
地
の
分
が
第
3
表
に
は
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
第
2
表
と
比
べ
る
と
、
第
3
表
に
表
わ
れ

た
最
も
顕
著
な
変
化
は
、
住
民
の
耕
地
が
二
倍
以
上
に
拡
大
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
総
面
積
に
占
め
る
耕
地
の
割
合

も
五
七
バ
ー
セ
ン
ト
強
に
ま
で
上
昇
し
た
。
次
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ

農
園
企
業
に
貸
与
さ
れ
た
永
租
借
地
が
一
〇
〇
万
バ
ウ
近
く
増
大

し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
タ
イ
プ

の
耕
地
を
合
計
す
る
と
、
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
の

二
五
年
間
に
耕
地
面
稽
は
実
に
六
〇
〇
万
バ
ウ
も
拡
大
し
た
こ
と

976



■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

（131）植民地期ジャワにおける土地利用の変遷

に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
大
規
模
な
耕
地
拡
大
の
反
面
、
森
林
面
積
は
九

〇
万
バ
ウ
も
減
少
し
、
総
面
積
に
占
め
る
割
合
は
二
九
バ
ー
セ
ン

ト
弱
か
ら
二
〇
バ
ー
セ
ン
ト
近
く
ま
で
大
幅
に
低
下
し
た
。
そ
し

て
、
「
そ
の
他
」
の
項
目
に
入
る
土
地
面
積
は
三
〇
〇
万
バ
ウ
も

滅
少
し
、
残
り
は
僅
か
二
二
〇
万
バ
ウ
に
ま
で
落
ち
て
い
る
。
既

に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
そ
の
他
」
の
う
ち
二
五
〇
万
バ
ウ
は
耕
地

に
は
転
換
で
き
な
い
土
地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
に
、
実
際
に
は

こ
の
限
界
さ
え
越
え
て
耕
地
の
拡
大
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
こ
こ
で
森
林
面
稜
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
と
、
第
3
表
に
示

さ
れ
た
森
林
面
積
と
は
全
て
、
政
庁
が
直
接
管
理
す
る
チ
ー
ク
林

と
保
護
林
と
し
て
設
定
さ
れ
た
雑
木
林
を
指
す
。
筆
者
が
引
用
し

た
表
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
一
論
文
の
他
の
箇
所
で
一
九

三
七
年
度
末
に
お
い
て
も
「
非
保
謹
林
」
が
五
三
万
バ
ウ
弱
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
）

た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
九
三
〇
年
に
お
い
て
も
こ
の
面
檀

は
五
五
万
バ
ウ
程
度
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
考
慮
に
入

れ
て
も
、
一
九
三
〇
年
に
お
け
る
森
林
面
積
は
総
面
積
の
二
ニ
バ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
大
雑
把
に
二
〇
バ
ー
セ
ン
ト
強
と
考
え

て
差
し
支
え
な
い
。
こ
の
割
合
が
い
か
に
少
な
い
か
は
、
森
林
の

危
機
が
叫
ぱ
れ
て
い
る
現
在
の
日
本
で
さ
え
国
土
の
六
七
パ
ー
セ

ン
ト
が
森
林
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
と
比
較
す
れ
ぱ
明
ら
か
で
あ

る
。
恐
ら
く
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
森
林
面
稜
は
、
ジ
ャ
ワ

の
生
態
環
境
を
維
持
す
る
最
低
限
の
割
合
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
後
の
植
民
地
期
間
に
は
こ
の
森
林
面
積
の
割

合
が
維
持
さ
れ
た
。
土
地
利
用
の
構
造
は
一
九
三
〇
年
以
後
も
少

し
づ
つ
変
化
し
た
が
、
一
九
三
八
年
の
統
計
で
は
一
九
三
〇
年
当

時
の
土
地
利
用
状
況
と
あ
ま
り
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
。
た
だ

し
、
三
〇
年
代
の
世
界
的
経
済
不
況
を
反
映
し
て
、
永
租
借
地
が

若
干
滅
少
し
、
そ
の
分
住
民
の
耕
地
の
割
合
（
六
〇
パ
ー
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
）

ト
）
と
森
林
面
穣
の
そ
れ
（
二
三
バ
ー
セ
ン
ト
）
と
が
増
え
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
ジ
ャ
ワ
の
土
地
利
用
は
一
九
三
〇
年
頃
に
、

そ
の
基
本
的
構
造
が
ほ
ぼ
固
定
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、
耕
地
拡
大
の
可
能
性
は
農
園
企
業
の
永
租
借
地
と
政
庁

管
理
の
森
林
が
ど
れ
だ
け
住
民
に
開
放
さ
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い

た
。　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
ジ
ャ
ワ
の
耕
地
は
一
九
世
紀
初
頭
か

ら
植
氏
地
期
末
ま
で
一
貫
し
て
拡
大
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
扱
っ

た
統
計
か
ら
判
断
す
る
と
、
耕
地
の
拡
大
が
最
も
急
激
に
お
こ
な

わ
れ
た
の
は
一
八
七
五
年
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
最
後
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の
四
半
世
紀
で
あ
っ
た
。
植
民
地
期
に
お
け
る
耕
地
の
拡
大
過
程

の
全
て
を
こ
の
小
論
で
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
次
の
第
二

節
で
は
右
記
の
期
間
に
つ
い
て
、
特
に
「
開
墾
条
例
」
に
焦
点
を

あ
て
て
、
ジ
ャ
ワ
農
民
が
ど
の
よ
う
に
し
て
耕
地
の
拡
犬
を
は
か

っ
て
き
た
か
を
検
討
し
よ
う
。

（
1
）
　
「
王
公
領
」
と
は
、
ス
ラ
カ
ル
タ
と
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
＝

　
つ
の
マ
タ
ラ
ム
王
家
に
属
す
る
領
土
で
、
植
民
地
政
庁
の
間
接
統
治

　
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
面
積
は
計
一
三
〇
万
バ
ウ
ほ
ど
で
あ

　
っ
た
。

（
2
）
　
「
私
領
地
」
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
時
代
お
よ
ぴ
イ

　
ギ
リ
ス
続
治
時
代
に
、
特
定
個
人
や
法
人
に
、
徴
税
権
付
き
で
売
却

　
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
。
こ
の
土
地
も
間
接
統
治
下
に
あ
っ
た
。

（
3
）
　
内
藤
、
前
掲
論
文
、
五
八
貫
、
第
1
6
表
よ
り
計
算
。

（
4
）
　
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
焼
畑
耕
作
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
犯
世
紀

　
中
・
東
部
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
焼
畑
耕
作
」
、
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
2
8
巻

　
7
号
、
一
九
八
七
年
七
月
、
二
－
二
一
員
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
　
森
林
を
チ
ー
ク
林
と
薙
木
林
に
分
け
る
こ
と
は
一
八
六
五
年
の

　
森
林
条
例
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。

（
6
）
ω
．
市
．
靹
臼
員
、
忌
9
o
己
－
彗
蟹
8
｛
o
睾
一
艮
毛
盲
毒
一
二

　
ξ
き
§
ミ
、
§
ミ
ぎ
、
肉
ざ
ミ
s
ぎ
姜
§
b
塞
ミ
ミ
（
以
下
ド
民
－

　
申
と
略
記
す
る
）
讐
（
6
o
o
。
）
一
巨
臼
■
ミ
ド

（
7
）
　
ω
一
勺
ー
く
里
目
o
o
o
蕩
グ
　
、
向
o
目
Z
ポ
巨
毛
■
畠
ミ
閏
円
『
5
σ
q
o
目
O
弓

　
唖
…
巨
伽
昌
毛
』
睾
p
、
ミ
募
o
ミ
ミ
§
ミ
≧
匙
ミ
ぎ
ミ
曲
§

　
ミ
§
雨
（
以
下
■
≧
、
－
。
と
略
記
す
る
）
－
o
o
ミ
（
一
）
一
巨
N
，
N
0
o
o
．

（
8
）
　
『
植
民
地
報
告
』
の
統
計
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
面
積
は
一
八
七
〇

　
－
七
九
年
の
期
間
、
ほ
ぼ
三
〇
〇
万
バ
ウ
で
あ
る
。

（
9
）
　
内
藤
、
前
掲
諭
文
、
五
八
頁
、
第
1
6
表
。

（
1
0
）
　
～
く
ー
　
峯
－
　
句
．
峯
纈
自
蜆
く
o
ε
p
＝
o
弔
．
O
＝
w
自
庁
N
ぎ
『
o
目
（
o
o
眈
）
－
O
“
－

　
§
曳
ミ
師
向
8
§
§
、
ミ
ー
ミ
§
竃
貴
く
o
－
阜
（
室
8
～
ユ
8
）
一
↓
5

　
串
晶
自
9
冒
胃
ユ
…
明
峯
旨
o
饒
一
筍
N
o
〇
一
や
s
l

（
1
1
）
　
＝
智
員
．
、
U
o
O
旨
邑
－
彗
Ω
8
己
電
－
ま
島
唱
盲
く
里
一
．
、
冬
1

　
＆
戸
巨
ぶ
N
o
N
l

（
1
2
）
　
森
林
保
護
区
の
設
定
は
、
一
八
七
四
年
の
「
開
墾
条
例
」
以
後

　
特
に
活
発
に
な
り
、
保
護
区
の
周
囲
に
杭
が
打
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に

　
な
っ
た
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
以
下
の
文
献
を
参
照
。

　
勾
昌
邑
く
巴
ポ
§
雨
≧
雨
§
ミ
ざ
註
夢
ぎ
§
や
怠
1
＆
、
’
勺
や
H
N
O
－

　
－
o
o
〇
一
』
．
勾
．
穴
8
亘
ま
雨
§
s
、
夕
辻
§
§
き
ざ
奪
§
§
b
o
争
、
雨
竃
－

　
さ
ミ
ニ
s
き
尋
的
ミ
§
き
b
・
ミ
§
一
≦
品
雪
曹
～
甲
く
8
目
冒
竃

　
俸
N
o
目
o
p
－
8
少
巨
N
．
♂
－
阜
－
1

（
1
3
）
　
一
八
七
四
年
の
耕
地
を
二
五
〇
万
パ
ウ
と
す
れ
ぱ
・
こ
の
間
の

　
耕
地
の
増
加
は
一
・
八
三
倍
で
、
三
〇
〇
万
バ
ウ
と
す
れ
は
一
・
五

　
六
倍
と
な
る
。
な
お
、
一
八
七
四
年
の
耕
地
面
稜
を
三
〇
〇
万
バ
ウ
、

　
一
九
〇
五
年
の
そ
れ
を
ハ
ム
の
修
正
値
で
あ
る
五
五
〇
万
バ
ウ
と
す

　
れ
ぱ
、
こ
の
閥
の
増
加
倍
率
は
一
・
八
三
倍
と
な
る
。

（
1
4
）
　
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
詳
し
く
諭
ず

　
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
差
し
当
た
り
次
の
文
猷
を
参
照
さ
れ
た
い
。

雷
理
p
、
、
冒
9
o
邑
－
彗
昏
巴
も
o
曇
黒
毛
』
ミ
顯
一
，
．
｛
・
ミ
’
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匡
ド
H
s
ー
ミ
3
』
．
考
．
声
o
o
a
夢
、
、
匡
g
ω
o
蜆
g
げ
晶
｛
乱
o
o

　
盲
毒
、
閉
黒
轟
彗
彗
N
言
ω
9
昌
吹
く
o
實
ま
－
ま
o
司
津
亙
、
．
§
．

　
§
竃
￥
9
き
－
9
…
（
H
o
o
o
．
o
o
∀
げ
－
ド
　
α
o
〇
一
1
N
ε
一
註
雨
§
一
H
9
－

　
（
H
o
o
o
o
o
o
）
一
巨
N
一
8
ω
1
署
N
・

（
1
5
）
　
オ
．
N
≦
害
戸
．
。
お
o
蜆
9
o
電
雪
色
算
8
く
彗
言
く
里
害
峯
邑
o
。
墨
一
．
。

　
宍
O
ざ
ぎ
ミ
雨
吻
ミ
き
§
一
〇
（
H
O
S
）
二
〕
－
N
．
ω
O
O
H
1

（
1
6
）
　
O
－
く
葭
自
　
o
o
　
H
（
o
、
勺
o
卜
　
、
向
o
目
荷
o
　
ω
“
里
ま
眈
ユ
眈
o
7
o
　
Ω
o
o
目
＾
w
く
o
自

　
○
く
o
『
o
o
目
■
葭
目
α
σ
o
o
婁
｛
昌
2
o
o
雪
犀
目
o
8
す
1
－
目
o
－
9
，
o
．
－
』
－

　
ぐ
芭
目
匡
P
二
申
自
ρ
O
．
く
葭
自
O
Φ
H
（
O
吊
勺
9
（
o
O
m
）
－
b
雨
卜
S
S
～
｝
o
S
§
軌
註

　
軋
§
ぎ
§
帖
§
§
」
§
ミ
㌔
芝
一
∪
竃
－
ゴ
、
岬
－
Ω
冨
く
o
目
巨
顯
胴
9
≠
・
く
芭
自

　
葭
o
睾
9
H
睾
9
巨
・
さ
ω
■
た
だ
し
、
こ
の
資
料
は
王
公
領
も
合
ま

　
れ
て
い
る
の
で
、
正
確
な
比
較
の
た
め
に
は
王
公
領
の
分
を
菱
し
引

　
く
必
要
が
あ
る
。

第
一
一
節
開
墾
規
制
と
耕
地
の
拡
大

　
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
住
民
の
移
動
を
扱
っ
た
論
文
の
な
か
で
ラ
ネ

フ
ト
（
』
．
老
。
巨
皇
實
射
彗
篶
6
は
、
一
九
一
五
年
当
時
ま
で

の
ジ
ャ
ワ
の
開
墾
史
を
要
約
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
即

ち
、
ジ
ャ
ワ
で
最
も
急
速
な
耕
地
の
拡
大
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は

一
八
五
五
年
か
ら
一
八
八
五
年
ま
で
の
三
〇
年
間
で
、
こ
の
間
に

耕
地
面
積
は
倍
増
（
年
率
に
し
て
三
バ
ー
セ
ン
ト
）
し
た
が
、
特

に
一
八
七
五
年
か
ら
一
八
八
五
年
ま
で
の
一
〇
年
間
が
耕
地
拡
大

　
　
　
　
　
　
＾
1
）

の
ビ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ワ
の
耕
地
は
一
八
八
五
年
以
後
も
拡

大
し
続
け
た
が
、
そ
の
増
加
率
は
や
は
り
一
九
世
紀
最
後
の
四
半

世
紀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の

期
間
は
同
時
に
、
農
民
の
自
由
な
開
墾
を
妨
げ
る
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
が
植
民
地
権
力
に
よ
っ
て
集
印
的
に
加
え
ら
れ
た
時
期
で
も
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
一
八
七
〇
年
の
「
国
有
地
宣
言
」
、
一
八
七
四

年
の
「
開
墾
条
例
」
、
一
九
世
紀
末
か
ら
強
化
さ
れ
た
森
林
保
護

政
策
は
農
民
の
耕
地
拡
大
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
る
措
置
で

あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
法
的
・
政
策
的
措
置
は
主
と
し

て
森
林
や
荒
蕪
地
の
使
用
、
即
ち
農
民
の
新
規
の
開
墾
に
、
直
接

的
な
影
響
を
及
ぼ
す
性
楕
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
小

論
で
ジ
ャ
ワ
の
耕
地
拡
大
過
程
を
全
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
こ
こ
で
は
「
開
墾
条
例
」
を
例
に
、
政
庁
の
開
墾
規
制
に
も

か
か
わ
ら
ず
耕
地
の
拡
大
が
で
き
た
理
由
と
そ
の
過
程
を
検
討
す

る
に
留
め
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
扱
う
耕
地
の
拡
犬
は
主
と
し
て

山
地
地
域
を
対
象
と
す
る
が
、
こ
れ
は
薪
地
の
拡
大
が
最
も
大
規

模
に
行
な
わ
れ
た
の
は
、
す
で
に
開
墾
の
進
ん
だ
平
地
よ
り
も
、

森
林
・
荒
蕪
地
を
多
く
有
す
る
山
地
お
よ
ぴ
丘
陵
地
域
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
一
八
七
四
年
に
導
入
さ
れ
た
開
墾
条
例
の
要
点
は
以
下
の
、
こ
と
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く
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
開
墾
し
よ
う
と
す
る
土
地
が
「
自
由
な
る

国
有
地
」
で
あ
っ
た
場
合
、
開
墾
者
は
植
畏
地
当
局
か
ら
文
書
で

許
可
を
得
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
開
墾
さ
れ
た
耕
地
に

対
し
て
政
庁
は
積
極
的
に
「
世
襲
的
個
人
所
有
権
」
（
彗
｛
竺
盲

巨
昌
く
己
冨
色
ま
き
共
同
体
的
規
制
を
受
け
な
い
個
人
的
所
有

権
）
を
認
め
る
。
た
だ
し
開
墾
が
認
め
ら
れ
る
条
件
と
し
て
、

（
一
）
申
請
さ
れ
た
土
地
は
一
定
期
間
の
う
ち
に
耕
作
さ
れ
ね
ぱ

な
ら
な
い
、
（
二
）
開
墾
後
直
ち
に
耐
久
性
の
あ
る
何
ら
か
の
目

印
で
開
墾
地
を
囲
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
（
三
）
表
土
が
流
出

す
る
恐
れ
の
あ
る
斜
面
を
開
墾
す
る
場
合
、
土
地
は
階
段
状
に
整

地
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
、
と
い
う
三
項
貝
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
も
し
無
許
可
で
開
墾
し
た
場
合
に
は
罰
と
し
て
一
週
間

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

カ
ら
四
週
間
の
無
償
労
役
が
課
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
階
段
状

に
整
地
す
る
こ
と
（
石
垣
や
杭
で
棚
田
或
は
段
々
畑
に
す
る
こ

と
）
は
そ
れ
だ
け
多
く
の
労
働
投
下
を
要
す
る
。
政
庁
は
、
農
民

が
移
動
的
な
焼
畑
（
o
o
o
o
q
o
）
ま
た
は
不
定
期
耕
作
を
止
め
て
、
よ

り
集
約
的
な
水
田
な
い
し
は
常
畑
耕
作
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
政
庁
の
意
図
に
反
し
て
、

条
例
は
厳
格
に
守
ら
れ
ず
、
無
許
可
の
開
墾
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ

続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
七
七
年
に
出
さ
れ
た
「
開
墾
条
例
」

の
補
足
文
書
は
冒
頭
で
、
「
一
八
七
四
年
の
開
墾
条
例
は
死
文
化

し
た
」
と
断
定
し
、
そ
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
二

五
四
郡
（
e
眈
巨
o
駄
）
の
う
ち
一
ニ
ハ
の
郡
で
は
開
墾
の
許
可
が

全
く
与
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
無
許
可
の
開
墾
が
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
開
墾
が
行
な
わ
れ
る
の
は

主
と
し
て
山
地
地
域
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
焼
畑
の
た
め

で
あ
る
。
焼
畑
も
税
法
上
は
常
畑
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
事
実
上
困
難
で
あ
る
。
正
規
の
手
続
を
経
て
開
墾
さ
れ
た

耕
地
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
世
襲
的
個
人
所
有
権
に
つ
い
て
言
え

ば
、
そ
の
よ
う
な
登
録
は
全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
開

墾
の
申
請
者
が
焼
畑
や
そ
れ
に
類
し
た
短
期
的
耕
作
を
し
た
後
、

耕
地
を
放
棄
し
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
登
録
す
る

意
味
が
な
い
、
と
い
っ
た
報
告
が
各
地
域
の
植
民
地
当
局
か
ら
寄

　
　
　
　
？
〕

せ
ら
れ
て
い
た
。

　
一
八
七
四
年
の
開
墾
条
例
が
事
実
上
死
文
化
し
て
い
た
た
め
、

こ
れ
は
そ
の
後
も
修
正
を
加
え
ら
れ
、
一
九
〇
四
年
に
は
無
許
可

の
開
墾
に
対
す
る
罰
則
は
最
高
一
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
な
い
し
は
三
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

月
の
懲
役
お
よ
ぴ
作
物
の
没
収
へ
と
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
政

庁
に
よ
る
規
制
強
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
許
可
の
開
墾
は
そ
れ
ほ

ど
減
少
し
た
様
子
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
法
的
措
置
が
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●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
一

な
ぜ
有
効
に
働
か
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
住
民
は
法
的
規
制
の

下
で
ど
の
よ
う
に
し
て
耕
地
の
拡
大
を
し
て
い
っ
た
の
か
を
、
開

墾
条
例
の
背
景
や
住
民
農
業
の
実
態
に
即
し
て
も
う
少
し
詳
し
く

見
て
み
よ
う
。

　
政
庁
は
金
て
の
開
墾
を
制
隈
し
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
地
租
収
入
が
増
え
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
生
態
環
境

に
重
大
な
影
響
を
与
え
な
い
程
度
の
荒
蕪
地
や
森
林
の
開
墾
目
体

は
政
庁
に
と
っ
て
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
、
二
五
四
郡

の
う
ち
一
一
六
群
で
は
開
墾
の
許
可
を
与
え
な
か
っ
た
が
、
残
り

二
二
八
群
で
は
許
可
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
政
庁
が
警
戒
し

た
問
魍
の
一
つ
は
、
無
許
可
の
開
墾
が
地
租
を
逃
れ
る
点
に
あ
っ

た
。
し
か
し
農
民
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
正
規
の
手
続
を
経
て
開

墾
す
る
こ
と
は
、
そ
の
耕
地
が
地
租
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
地
租
を

徴
収
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
と
交
換
に
世

襲
的
個
人
所
有
権
が
認
め
ら
れ
て
も
、
短
期
的
耕
作
の
た
め
に
開

墾
す
る
場
合
な
ど
、
地
租
負
担
だ
け
が
長
期
的
に
残
る
こ
と
に
な

り
、
農
民
に
と
っ
て
こ
の
正
規
の
許
可
を
得
て
開
墾
す
る
こ
と
に

は
あ
ま
り
利
益
が
な
い
。

　
徴
税
の
間
題
と
は
別
に
、
攻
庁
に
は
、
一
方
で
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
農

園
企
業
へ
の
永
租
借
地
を
確
保
す
る
た
め
に
住
民
農
業
の
無
制
限

“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

の
拡
大
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
り
、
他
方
で
森
林
の
過
度
な
破
壊

が
表
土
の
流
出
や
洪
水
の
発
生
を
も
た
ら
す
こ
と
に
対
す
る
警
戒

　
　
　
　
　
＾
7
）

心
も
強
く
あ
っ
た
。
農
民
に
対
す
る
不
信
感
や
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
農
園

企
業
の
利
益
の
た
め
、
山
地
地
域
の
多
く
の
州
長
官
は
で
き
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

ぎ
り
開
墾
の
許
可
を
制
限
し
、
も
し
与
え
る
場
合
で
も
、
特
別
な

好
意
に
よ
り
許
可
を
与
え
る
、
と
い
う
態
度
を
と
る
傾
向
が
あ
っ

＾
9
）
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
政
庁
の
態
度
を
知
っ
て
い
た
農
民
は
一
層

正
規
の
手
続
を
せ
ず
、
無
許
可
の
開
墾
を
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
悪
循
環
が
、
開
墾
条
例
を
無
力
化
し
た
重
要
な
要
因
で
あ
っ

た
。
住
民
の
古
く
か
ら
の
慣
行
に
よ
れ
ぱ
、
森
林
や
荒
蕪
地
を
切

り
開
い
て
耕
地
を
拡
大
す
る
際
に
、
あ
え
て
上
級
権
カ
の
許
可
を

得
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
植
民
地
当
局
に
も
、
古
く
か
ら
の
慣
習

を
直
ち
に
止
め
せ
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
見
解
が
あ
っ

＾
加
〕
た
。
し
か
も
、
強
制
栽
培
制
度
期
に
は
山
の
斜
面
の
森
林
を
焼
い

て
コ
ー
ヒ
ー
園
を
造
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
方
法
は
政
庁
か

ら
何
の
制
限
も
受
け
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
強
制
さ
え
さ
れ
た
の

　
＾
1
1
〕

で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
森
林
の
開
墾
が
過
度
に
行
な
わ
れ
て
い
る
、

と
の
認
識
は
政
庁
の
側
に
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
口
増
加
を
考

慮
す
れ
ぱ
「
な
す
が
ま
ま
に
ま
か
せ
る
」
よ
り
ほ
か
に
方
法
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
）

い
、
と
い
う
見
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
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強
制
栽
培
制
度
が
ジ
ャ
ワ
の
大
部
分
の
地
域
で
廃
止
さ
れ
、

「
国
有
地
宣
言
」
や
開
墾
条
例
が
導
入
さ
れ
て
も
住
民
は
以
前
と

同
様
必
要
に
応
じ
て
森
林
を
開
墾
を
続
け
た
。
政
庁
の
命
令
を
村

民
に
遵
守
さ
せ
る
ぺ
き
村
長
た
ち
は
＾
彼
ら
の
責
任
に
お
い
て
徴

収
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
地
租
額
が
増
え
る
こ
と
、
明
ら
か
に
村

民
に
と
っ
て
不
利
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
無
許
可
の
開
墾
を
黙
認

　
　
　
＾
皇

し
て
い
た
。
ま
た
、
開
墾
申
請
に
対
し
て
許
可
権
を
も
ち
監
視
義

務
を
負
う
郡
長
は
、
郡
長
の
所
在
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
村
落
の
開

墾
を
い
ち
い
ち
検
査
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
村
長
た
ち
は
、
政

庁
に
耕
地
の
拡
大
を
報
告
す
る
こ
と
な
く
（
従
っ
て
地
租
の
増
加

も
な
く
）
村
民
や
村
長
自
身
の
収
入
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

む
し
ろ
穣
極
的
に
違
法
な
開
墾
を
奨
励
さ
え
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
ま
ず
強
制
栽
培
制
度
期
に
造
成
さ
れ
た
コ
ー
ヒ

ー
園
（
特
に
プ
リ
ア
ン
ガ
ン
、
パ
ス
ル
ア
ン
、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
、

ス
マ
ラ
ン
州
の
コ
ー
ヒ
ー
園
）
が
次
々
と
付
近
の
住
民
に
よ
っ
て

耕
作
さ
れ
て
い
っ
た
。
政
庁
の
公
式
見
解
に
よ
れ
ぱ
、
政
庁
の
命

令
に
よ
っ
て
開
墾
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
園
は
強
制
栽
培
制
度
の
廃
止

に
よ
っ
て
再
び
「
自
由
な
る
国
有
地
」
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
既
に
開
墾
さ
れ
て
し
ま
っ
た
土
地
に
つ
い
て
、
政

庁
は
所
有
権
こ
そ
認
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
開
墾
者
の
耕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
μ
〕

作
権
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
跡
地
だ
け
で
な
く
、
開
墾
条
例
に
違
反
し
た
開

墾
は
広
範
囲
に
及
ん
で
い
た
。
そ
の
一
つ
の
原
因
は
、
開
墾
の
際

に
耕
地
を
階
段
状
に
整
地
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
開
墾
条
例
の

規
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
斜
面
の
森
林
を
伐
採

し
た
後
、
表
土
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
農
民
の

立
場
か
ら
す
る
と
、
階
段
状
の
耕
地
を
造
る
に
は
余
分
な
労
働
投

下
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
だ
け
に
一
区
画
の
耕
地
に

た
い
し
て
二
〇
日
は
必
要
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
政
庁
は

こ
の
労
働
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
負
担
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
か

っ
た
が
、
住
民
は
既
に
政
庁
に
対
す
る
種
々
の
夫
役
や
村
落
に
対

す
る
労
働
奉
仕
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
か
か
る
付
加
的

労
働
を
嫌
う
傾
向
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
階
段
状
の
畑
に
整
地
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
最
初
の
年
の
収
穫
は
、
開
墾
し

た
ま
ま
の
土
地
か
ら
得
ら
れ
る
収
穫
よ
り
も
減
少
す
る
、
と
農
民

は
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
農
民
が
古
い
時
代
か
ら
、
森

林
を
焼
い
た
直
後
の
灰
を
含
ん
だ
土
を
利
用
す
る
焼
畑
的
な
農
業

を
行
な
っ
て
き
た
こ
と
の
名
残
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
農

民
の
間
に
泄
開
墾
条
例
の
規
定
を
無
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
場
合
、
正
規
の
手
続
を
経
て
開
墾
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
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た
。
し
か
も
、
開
墾
を
監
視
す
る
人
員
、
と
り
わ
け
オ
ラ
ン
ダ
人

行
政
官
の
数
が
著
し
く
不
足
し
て
い
た
た
め
こ
の
傾
向
は
一
層
強

　
　
　
＾
旭
〕

め
ら
れ
た
。

　
開
墾
条
例
に
違
反
し
た
耕
地
の
拡
大
が
い
か
に
激
し
か
っ
た
か

は
、
や
や
極
端
な
例
か
も
し
れ
な
い
が
、
東
ジ
ャ
ワ
の
ク
デ
ィ
リ

州
の
事
例
に
如
実
に
表
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
州
の
ト
レ
ン
ガ
レ
ヅ

ク
南
部
に
広
が
る
広
大
な
丘
陵
地
帯
は
、
強
制
栽
培
制
度
期
に
は

豊
か
な
森
林
に
覆
わ
れ
、
そ
こ
に
多
数
の
コ
ー
ヒ
ー
園
が
造
成
さ

れ
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
末
か
ら
無
許
可
の
開
墾
が
続
き
、
二

〇
世
紀
初
頭
に
は
イ
ン
ド
洋
沿
岸
の
一
都
を
除
い
て
、
か
つ
て
の

森
林
は
ほ
と
ん
ど
痕
跡
を
留
め
な
い
ほ
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
で
は
音
か
ら
の
慣
習
に
従
っ
て
、
住
民
は
自
由
に
開
墾
し
、

耕
地
を
拡
大
し
た
。
住
民
が
正
規
の
手
続
を
経
て
開
墾
す
る
場

合
で
も
、
実
際
に
は
申
請
し
た
面
穣
の
数
倍
の
面
積
を
休
間
作

（
皇
眈
器
旨
昌
ミ
）
の
た
め
に
開
墾
し
て
い
た
。
ま
た
、
既
に
開
墾

し
て
し
ま
っ
た
後
に
申
講
書
を
出
す
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
政
庁
の
側
も
、
一
且
開
墾
し
て
し
ま
っ
た
耕
地
を
返

還
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
違
法
な
開
墾
を
黙
認
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
一
〇
年
代
の
推
計
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の

地
域
の
耕
地
の
三
分
の
二
は
違
法
な
開
墾
の
結
果
で
あ
っ
た
。
こ

の
地
域
で
も
、
バ
ス
ル
ア
ン
州
の
テ
ン
ゲ
ル
山
地
と
同
様
に
、
政

庁
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
森
林
保
護
区
域
の
境
界
標
識
が
住
民
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
〕

よ
っ
て
壊
さ
れ
、
保
護
林
ま
で
も
開
墾
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
違
法
な
開
墾
が
現
実
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
背
景
に

は
、
違
法
で
あ
れ
合
法
的
で
あ
れ
、
耕
地
の
拡
大
は
租
税
収
入
を

増
加
さ
せ
、
食
料
不
足
か
ら
生
ず
る
で
あ
ろ
う
社
会
不
安
を
軽
減

さ
せ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
政
庁
の
期
待
が
存
在
し
た
の
で
は
な

い
か
と
恩
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
傾
斜
地
の
開
墾
耕
地
が
全
て
階
段
状
の
整
地
を
し

て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
日
ジ
ャ
ワ
の
傾
斜
地
に
み
ら

れ
る
棚
田
や
常
畑
へ
の
転
換
も
部
分
的
に
は
一
九
世
紀
後
半
以
降

の
新
規
開
墾
地
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
ク
ド
ゥ
州
の
事
例
を

紹
介
し
て
お
く
。
一
八
七
〇
年
代
、
ク
ド
ゥ
州
の
州
長
官
は
州
内

の
耕
地
拡
大
に
際
し
て
開
墾
条
例
を
厳
格
に
適
用
す
る
よ
う
住
民

に
強
く
要
請
し
て
い
た
。
当
時
こ
の
地
方
に
は
バ
グ
レ
ン
州
南
部

か
ら
多
数
の
人
々
が
入
植
し
つ
つ
あ
り
、
大
規
模
な
開
墾
が
行
な

わ
れ
て
い
た
。
州
長
官
は
開
墾
条
例
が
導
入
さ
れ
て
二
年
後
の
一

八
七
六
年
か
ら
、
新
規
の
開
墾
地
だ
け
で
な
く
従
来
か
ら
あ
っ
た

畑
地
を
も
階
段
状
に
整
地
す
る
こ
と
を
入
植
者
と
住
民
に
強
制
し

た
。
し
か
し
当
初
は
、
棚
田
や
段
々
畑
か
ら
の
収
穫
は
斜
面
を
そ
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の
ま
ま
利
用
し
た
通
常
の
耕
地
の
半
分
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
う

え
、
稲
の
不
作
が
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
も
し
耕
地
を
整

備
し
た
結
果
地
租
が
あ
ま
り
に
重
く
な
る
な
ら
ぱ
耕
地
を
政
庁
に

返
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
と
オ
ラ
ン
ダ
人
行
政
官
が
推
測
す
る
ほ

ど
地
租
の
増
加
を
恐
れ
て
い
た
の
で
、
彼
ら
は
収
量
の
減
少
と
い

う
こ
の
経
験
か
ら
政
庁
の
官
吏
に
強
い
不
信
感
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
た
。
一
方
、
同
じ
く
ク
ド
ゥ
州
の
山
地
地
域
ト
ゥ
マ
ン
グ
ン
地

方
か
ら
多
く
の
人
々
が
ウ
ォ
ノ
ソ
ボ
の
棚
田
や
段
々
畑
の
実
憎
を

見
学
に
来
て
い
た
。
数
年
後
ト
ゥ
マ
ン
グ
ン
に
は
ウ
ォ
ノ
ソ
ボ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

り
立
派
な
棚
田
や
段
々
畑
が
広
が
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
二
つ
の

地
域
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
多

数
の
入
植
者
を
更
け
入
れ
て
い
た
ウ
ォ
ノ
ソ
ボ
に
は
、
当
時
開
墾

可
能
な
土
地
が
豊
宮
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
か
か
る
条
件
下
で

は
、
政
庁
の
強
い
圧
カ
が
な
け
れ
ぱ
自
発
的
に
耕
地
を
整
備
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ト
ゥ
マ
ン
グ
ン
の
場
合
、
開
墾
可

能
な
土
地
の
多
く
の
部
分
が
す
で
に
開
墾
さ
れ
て
お
り
、
集
約
農

業
へ
の
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二

〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ジ
ャ
ワ
全
体
で
は
水
田
の
増
加
率
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
）

も
畑
地
の
増
加
率
の
方
が
数
倍
も
高
か
っ
た
。
こ
の
畑
地
に
は
、

焼
畑
、
不
定
期
耕
作
、
短
期
・
長
期
休
閑
作
、
常
畑
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
形
態
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
二
〇
世

紀
以
降
、
人
口
増
加
に
伴
っ
て
畑
地
は
常
畑
化
し
、
灌
潮
が
可
能

な
場
所
で
は
水
田
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
過
程
に
つ

い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
い
と
思
う
。

（
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S
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叩
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－
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に
よ
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ば
、
一
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年
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ら
一
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六
年
の
間
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だ
け
で
五
五
万
パ
ウ
弱
の
永
租
借
地
が
与
え
ら
れ
た
。
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＜
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＆
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§

　
只
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一
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－
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（
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（
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彗
句
．
炭
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H
8
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巨
ド
8
ω
に
よ
れ
ぱ
、
一
八
八
五
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
ま
で
に
ジ
ャ

ワ
（
マ
ド
ゥ
ラ
、
王
公
領
、
私
領
地
を
除
く
）
の
水
田
は
一
九
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
畑
地
は
五
八
・

七
バ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
。

　
　
　
結
語

　
本
稿
で
検
討
し
た
，
こ
と
く
、
ジ
ャ
ワ
の
土
地
利
用
は
一
八
七
〇

年
代
以
降
急
速
に
変
化
し
た
。
こ
の
変
化
を
端
的
に
言
え
ば
、
森

林
の
減
少
と
耕
地
の
拡
大
で
あ
っ
た
と
表
現
で
き
る
。
一
八
七
〇

年
代
は
、
農
業
は
も
ち
ろ
ん
、
杜
会
全
体
に
大
き
な
変
化
が
生
じ

た
、
ジ
ャ
ワ
史
に
お
け
る
転
換
期
で
あ
っ
た
。
ま
ず
植
民
地
政
策

の
上
で
は
そ
れ
ま
で
の
強
制
栽
培
制
度
、
す
な
わ
ち
国
家
に
よ
る

ジ
ャ
ワ
経
済
の
独
占
、
に
代
わ
っ
て
金
納
税
制
度
と
自
由
主
義
経

済
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
ジ
ャ
ワ
社
会
内
部
で
は
、
人
口
増
加
に

起
因
す
る
土
地
需
要
が
増
大
し
て
い
た
。
か
か
る
状
況
を
背
景
と

し
て
、
住
民
と
農
園
企
業
に
よ
る
開
墾
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ジ
ャ
ワ
の
人
口
が
増
加
し
た
か
ら
と
い
っ
て
住
民
が

勝
手
に
開
墾
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
国
有
地
宣
言
、
森
林
保
謹

政
策
、
農
園
企
業
の
用
地
確
保
、
開
墾
条
例
な
ど
、
政
庁
に
よ
る

住
民
の
開
墾
規
制
要
因
も
多
数
存
在
し
た
。
本
稿
で
は
開
墾
条
例
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を
例
に
、
開
墾
規
制
要
因
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
住
民
が
耕
地

を
拡
大
し
得
た
原
因
を
、
幾
つ
か
の
事
例
か
ら
検
討
し
た
。
そ
し

て
、
開
墾
条
例
を
厳
椿
に
遵
守
さ
せ
る
だ
け
の
監
視
体
制
、
と
く

に
要
員
が
不
備
で
あ
っ
た
こ
と
、
本
来
は
行
政
命
令
を
住
民
に
守

ら
せ
る
べ
き
行
政
の
末
端
部
に
い
た
村
長
が
違
法
な
開
墾
を
秘
匿

し
て
い
た
こ
と
、
政
庁
と
し
て
も
耕
地
の
拡
大
が
租
税
収
入
の
増

大
を
期
待
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
か
か
る
原
因
と
し

て
指
摘
さ
れ
た
。

　
住
民
に
よ
る
開
墾
と
農
園
企
業
の
進
展
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て

も
続
き
、
一
九
三
〇
年
ま
で
に
森
林
面
稽
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強

に
ま
で
減
少
し
て
↓
ま
っ
た
。
こ
の
変
化
は
た
ん
に
土
地
利
用
の

変
化
に
留
ま
ら
ず
、
農
業
の
生
態
環
境
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、

森
林
の
減
少
過
程
、
森
林
保
護
政
策
と
住
民
の
開
墾
、
森
林
の
滅

少
に
伴
う
農
業
生
態
環
境
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討

し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
爾
ア
ジ
ァ
史
尊
攻
）
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